
台湾農業セミナー IN 北海道

～北海道農業機械製造メーカーの台湾市場参入に向けて～

主催 一般財団法人貿易研修センター、一般社団法人北海道農業機械工業会

◇講師プロフィール◇
謝 欽城 氏～1941年生まれ 東京農業大学博士課程修了（畜産学）、国立屏東技術学院 教授、東京農業

大学客員教授、中華農業機械学会 理事長、国立屏東科技大学校友会 総幹事を歴任。

原 令幸 氏～1947年生まれ 北海道大学農学部卒業、北海道立中央農試生産システム部副部長、
北海道立北見農試生産研究部長を経て現職。

日 時：平成２４年９月３日（月）１３：３０～１６：３０
会 場：札幌全日空ホテル３階「祥雲」（北海道札幌市中央区北３条西１丁目2－9）

対象者：北海道内の農業機械製造メーカー、行政機関、金融機関等
プログラム
〈１３：３０～〉

開会挨拶 一般財団法人貿易研修センター 専務理事 赤津 光一郎
来賓挨拶 経済産業省 北海道経済産業局長 増山 壽一

〈１３：４５～〉
講演 ①台湾の農業について（逐次通訳）

台湾国立屏東科技大学 博士 謝 欽城

②台湾の農業機械化の現状について
一般社団法人北海道農業機械工業会 専務理事 原 令幸

〈１６：３０〉閉会

現在、台湾農業は日本と同様に急速な高齢化
を迎えており、生産性向上に向けた機械化は急
務の課題である。
他方、北海道で製造される農業機械は、高い

技術力を背景に国内市場のみならずEU市場やア
ジア市場への参入拡大を図っている。
今後成長が期待される台湾農業において、北海
道の農業機械製造メーカーは、台湾農業に参入
できるのか。台湾、日本両国の農業・農業機械
の専門家による調査・分析を通じ、その可能性
を探る。



札幌全日空ホテル


